
令和 4年度学校関係者評価委員会評価結果及び令和 5年度の課題 

 

１．令和4年度 学校関係者評価委員会の WEB開催 

   日 時：令和5年 3月17日（金）10：30～11：30 

出席者：委 員：教育に関する有識者1名、看護管理者 1名、卒業生2名、保護者 1名  

       学校側：副学校長1名、教育主事3名 

   議 事：１）各委員の評価 

       ２）学校運営における課題 

       ３）その他 

 

２．学校関係者評価委員による評価結果 

１)学生によるカリキュラムに関する満足度調査について、概ね 1年生は評価が低いが、3年生になる

と評価が上がっている。しかし、｢基礎分野の教育内容に満足している｣が 3年生になると評価が下

がっている。科目の意義、重要性を折に触れ学生に伝えていかないといけない。今後の課題にある

ように、授業アンケート結果の学生へのフィードバックが不十分なので取り組みを検討していく中

で、授業の目標の達成等をその都度伝えていけば改善されるのではないか。 

   ２)ホームページの再生･更新回数も増えているが、掲載計画の 1/3に留まっている。県外在住者にと

って情報収集の要であるので引き続き迅速にホームページの充実を図って欲しい。 

３)ホームカミングデーの参加者を増やす必要がある。勤務調整が難しかったとあるので、検討し引き

続き取り組んで欲しい。 

４)奨学金に関する情報の公表がどこまでできるかは分からないが、関心やニーズが高いのでホーム

ページや受験･入学予定者にお知らせする手立てが欲しい。 

 

３．学校運営における課題 

  １）継続課題 

   （１）卒業生の支援 

・ホームカミングデーに多くの卒業生が参加できるような企画運営 

・ホームカミングデー参加者の声を卒業生の就職施設と情報共有する取り組み 

・ホームカミングデー参加者の声を在学生に紹介するなど学校運営に反映させる取り組み 

   （２）ホームページの充実 

    ・タイムリーに学校行事等の写真や動画を多く掲載する 

    ・発信内容は、視聴者の興味関心に添うものにする 

  ２）次年度からの新たな課題 

   （１）授業評価結果を学生にフィードバックし、教育理念・教育目的・教育目標に基づく学習の   

意味づけを積み重ねる。 

   （２）副学校長・教育主事協議会中国四国支部の共通システム Google Classroomの活用と実態調査

研究の取り組み 

   （３）基礎看護学実習Ⅱ、各看護学実習のルーブリック評価表の作成 

   （４）NHO助産学科併設校 3校の教員による研究授業リフレクションからの課題への取り組み 

   （５）岡山医療センターの奨学金に関する、入学前の情報提供についての検討 

    

 


